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黒 田 加奈子
はじめ に
本稿は ､ 中世末期イ タ リア の コ ム ー ネ1で あ っ た パ ドヴァ の 市庁舎､ パ ラ ッ ツ オ ･ デ ッ ラ ･ ラ
ジ ョ ー ネ2内部(以 下サ ロ ー ネと呼称)に描 かれ た裁判に関連す る主題 を持 つ 壁画装飾に 関わ る
言説及び 図像を適時的 にそ して共時的に概観す る こ とを 目的とする ｡ サ ロ ー ネ の壁面装飾研究
は ､未 だ に全て の 装飾 に確固た る主題 の 特定が提示 され て い ない ほ どの 不 十分な状況に あ るが ､
そ の 研究も特 に上部装飾 で あ る占星 術図像 を中心 に進め られ てきた3｡ 下部装飾 に至 っ て は そ の
装飾 の 来歴 も手伝 っ て殆 どが作者 と様式 の 特定の域 を出て い ない ｡ と い うの も下部装飾は ､ コ
ム ー ネ時代 が終蔦 し ､ カ ッ ラ ー ラ家に よる領主制時代 ､ そ して ヴ ュ ネ - ツ イ ア 共和国統治時代
を通 して 盤度となく再装飾 を繰り 返 され て い る か らで ある ｡ 最古の 装飾 とされて い る の は ､
1 2 8 5年当時の ボデ ス タで あっ た ト ン マ - ゾ ･ ジ ュ ス テ イ ニ ア
- ニ に よ っ て 注文され た東西壁下
部に集中す る 一 連の 動物表象で あ るが ､ これ らが裁判官の 座 る椅子 の 上 に描かれ た と され て い
る こ と か ら､ 当時の 装飾は ､ 主 に裁判所と して の 機能を示す ような装飾が行わ れて い た とする
考 え方 が大勢を占めて い る4｡ 17世紀ま で連綿と続く再装飾 の意図を紙幅の 都合上 こ こ で は詳
述す る こ と はでき ない が ､ 管見の 限り ､ 一 貫 して 当初の 装飾 の意図を踏襲した形 で の裁判 あ る
い は政治的意図に 関連する装飾 で あ ると考え られる5｡
こ の 下部装飾 の 一 部に つ い て ､ 制作意図の 観点か ら､ そ の 原案とな る装飾の 制作年代が 14
世紀初頭に ､ 更に そ の 作者が ジ ョ ッ トに帰された 4点の 壁画がある ｡ それは ､ 裁判官 あ るい は
正義 の 擬人像 の 措か れた壁画 で ある ｡ フ ロ イ モ ヴィ ッ チ に よ っ て 19 9 6年に提 出された こ
の 説
は ､ 同様に ジ ョ ッ トに よ る制作に帰され る上部装飾 との 関連性を示 唆 して い な い こ と な どの 問
題も含む が ､ 大変興味深い もの で ある6｡ 論者 は既 に ､ こ の 見解に立 ち､ 《理性 と して の 正 義》(図
1)と 《脅か され る コ ム ー ネ》(図 2)に つ い て ､ ジ ョ ッテ ス キの 様式の 系譜を勘案した 形で の 詳細
な分析 を別稿で行 っ て い る7｡ 本稿は ､ こ の 4 点の 壁画の うち ､ 《理性と して の 正義》 と題 され
る正義の 擬人像 で ある人物像の 持 つ 思想的背景を､ 古代よ り続く伝統的な正 義の 擬人像の 思想
的伝統及 び同時代 に流布 して い た 正義 に関す る政治的言説 に求め る
- 試論で ある｡
政治的表象と して の ｢正義+ の擬人像
｢正 義+ の 擬人像 は ､ 欧米 にお い て 現在もなお ､ 裁判所や市庁舎の 正 面玄関に厳然と吃立す
る8｡ カ ー テ ィ ス と レ ス ニ ッ ク はそ の 共同論文にお い て ､ 正 義の 擬人像が 現在も希求され て
い る
現状を､ 権力者 が ､ 自身を正義の 擬人像 が象徴する正 義の 概念に結合させ る こ と によ
っ て ､ 自
己 の権力行使を正当化す るた めに意識的に用い て い るか らで あると推測す る
9
o こ の推測 は正義
の 女神 ､ ジ ュ ス テ イ - ツ イ ア の成 立背景と後の 権力者 に よる使用方法 を見れば自明
の 理 で あ る
こ とは 疑い が な い ｡ また ､ 特に法と 正義の 概念の 結び つ きに つ い て は中世イ タリ
ア を発祥 とす
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る法概念の 成立 に大きく負う とこ ろが ある(以下 に詳述す る)｡ 宗教的美徳 と して の 正義 の 擬人
像 の成立 に つ い て はカ ツ ェ ネ レ ン ボ ー ゲ ン の 研究 を曙矢と し､堆積 された研 究史が存在する が ､
世俗的美徳と して の ｢正義+ の 擬人像 の 研究 に つ い て は ､ 特定の 権力者が 体現する ｢正 義+ に
関す る ケ ー ス ス タデ ィ が い く つ か 存在す る10｡ 特 に近年の 研 究傾 向で は ､ 特定 の 空間 にお い て
果た され るイ メ ー ジと して の役割に注 目が 置かれ て い る｡ す なわ ち､ 市庁舎や裁判所 にお い て
掲げられ るイ メ ー ジ の 一 つ と して取り上 げられ る11o こ の 傾向は ､ 中世に お い て 人び との 持 つ
心 的イメ ー ジ が ､ 表象や象徴と して 発せ られ る際 にそ こ に介在す るある種 の 権力 に よる歪 曲 -
の 注 目 を示唆す る社会史的美術史 の 流れが 一 つ の 要因 と して 挙げられ る12｡ 中世末期 の イ タリ
アで は ､ コ ム ー ネとい う国家体制が あらゆる外敵との 折衝 を繰り返 し､ そ の 没落の 危機 の 最中
で 自己 を正義 ある者 と して 確立 しなけれ ばならない 状況下に あ っ た(後述)0 ｢正義+ の 概念 が 国
家と国家の 打ち立 て る秩序 と 結び つ い た 形で 示 された の は まさ しく中世末期 か らで あ っ た ｡ そ
う した中で ､ 古代 ロ ー マ 以来 の伝統 を持 つ ｢正義+ の擬人像 は ､ 新たな意 味を持 っ て こ の 時代
に現れ る の で ある｡
と こ ろ で 女神 と して表 され る ｢正義+ の 擬人像の 図像的伝 統に つ い て の 研究で は ､ こ れ を通
史的を扱 っ た も の が 少な い 13o イ タリア に お ける神話的伝統 か ら中世末期 まで の ｢正義+ の 擬
人像 に つ い て取 り上 げた 論考は ､ 管見 の 限 り ズデカ ウア 一 に よ るも の の み で ある14｡
本論 で は ､ まず中世末期 に 登場す る ｢正義+ の 擬人像 の成 立背景 と な っ た と考えられ る ､ ギ
リ シ ア ･ ロ ー マ 神話 にお ける ｢正義+ の 擬人像の持 つ 意味お よびそ の 概念に つ い て概略する ｡ 次
に ､ 中世末期に お ける政治状況 の 中で生まれ る新たな正 義の 概念 に つ い て の 言説 を比 較検討す
る o そ して それ らが サ ロ ー ネ の ｢正義+ の擬 人像の 表象と どの ような関連性 が ある の か を見て
行きた い ｡
ギリシ ア ･ ロ ー マ 神話に おける ｢正義+
古代 ギリ シ ア の 法思想 は ､ ギリ シ ア神話的世界観との 批判的対決 の 中で 生まれ ､ そ の 法や 正
義の 考え方 は ､ ポリ ス の盛衰と密接に絡み合い ながら展 開された15｡ すなわち全世界の 支配者
で あるゼ ウ ス に は ､ 支配者た るが ため に持 つ 属性 が集 められた｡ そ れ は ､ 後 に支配者が持 つ べ
き諸徳の 一 つ とな っ て ゆく ｡ 支配者 の 属性 は ､ ギリ シ ア神話 に現れ る女神達 に よ っ て 示 され た ｡
ホメ ロ ス(前8世紀)は ､ ｢テ ミ ス ､ 習慣 ､ 慣行 ､ 正 義の 道 を守る者+ が それ で ある と した｡ ま た
｢王 とは民 を計る べ く ゼ ウス が 王 杓とテ ミ ス テ ス を授 けた者+(『イ リア ス』9,98 - 99)で あり ､
別 の 箇所で は ､ ｢ギリ シ ア軍 の 旗頭達は ｢ ゼウ ス より来るテ ミ ス テ ス を護る+ 者+( 『イリア ス』
1,238)と表現 して い る ｡ 更に ､ ゼ ウス の 子で あり ､ グラウ コ ス と共 に兵 を率い ギリ シア軍 の 陣
営に立 ち向か い 戦死 したサ ル ペ - ド ー ン を､ ｢力 とデ ィ ケ 一 に より+ リ ュ キ ア の 地を守 る者
(.『イリア ス』 16,542)と述 べ て い る ｡ また ､ サル ペ - ド ー ン の 兄弟 で もあり ､ 冥府 の 王 とな っ
た ミ ノ ス に つ い て ､ ｢王 は 死 者間 の 争 い 事 を解決す る+ と述 べ て い る( 『オ デ ュ ッ セ イ ア』
ll
,
568- 571)0
こ こに表れ るテ ミ ス T he mis(テ ミ ス テ ス)､ デ ィ ケ - Dike はそ れぞれ が 法 ､ 裁き を具現す る
女神で ある . テ ミ ス は ､ - シ オ ドス(前8 世紀 - 7 世紀)に よ っ て ウラノ ス の ガイ ア の 娘の - 人
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で ある とされる ｡ そ の 擬人神 は ､ 真意に権威的な決定 ､ 按 を意味 し､ テ ミ ス で ある と捉えられ
た法的な決定や秩序は ､ 正 しく知恵ある真意 の 現われで あるが故 に ､ そ の まま正 しい もの と受
け取られ て い た ｡ ホ メ ロ ス で はゼ ウ ス の 2 番目の 妻と して ､ 正 しく知恵の ある助言や忠告 を彼
に与 え ､ また ､ 神 々 を召集 して秩序を維持す る役割を果た して い た( 『イ リア ス』2,4)｡ ディ ケ
- は ､ テ ミ ス と重 なり合 う意味も持 っ て い た が ､ テ ミ ス の ように現に ある法をそ の ま ま正 し い
とす る こ と なく ､ 裁判な どにお い て
"
各人 に彼の もの を与える こ と
”
をそ の本質的意義 と して
い た o 法思想史の 観点か ら､ デ ィ ケ - の 登 場を､ 現存秩序 - の 批判的意識 とそ の 評価規準と し
て の 正 義観念 の 芽生えと して捉 える こ とが できるとされて い る16｡ - シオ ドス に至 っ て神格化
され ､ 良き秩序の 神 エ ウノ ミア Eu n o mia､ 平和の 神 エ イ レネ Eir e n eとともに ､ ゼ ウ ス とテ ミ
ス の 間に 生まれた三姉妹 とされ ､ 争 い と不 和の 女神 エ リ ス らと敵対す るとされてお り ､ 法の 理
念と役割が寓意的に描かれて い る( 『神統記』)17｡ こ の 頃イ オ ニ ア地方 の 自然哲学者 の 間で は ､
こ の ような神話的世界観全体に根本的な反省を加 え始 め ､ - ラク レ イ トス(前 5 3 6- 470 頃)ら
にお い て ､ ディ ケ - は ､ エ リ ス と同
一 化され ､ 人間だけで なく ､ 宇宙全体を支配す る秩序原 理
に高め られた. こ こ か ら､ デ ィ ケ - は星 の 処女神ア ス トラ エ ア と同 一 視され る に至 っ た18o さ
らに ､ ア ス トラ エ ア は ロ ー マ 神話に お けるジ ュ ス テ イ - ツ イ アと同
一 視された19o
しか しなが ら ､ ズデカ ウア 一 に拠れ ば､ 中世に伝えられた正義の 女神 ジ ュ ス テ イ - ツ イ ア は
ギリ シ ア の ディ ケ - とは全く 同 じもの で は ない ｡ すなわち ､ もともと土着神 と して存在 して い
た大地 母神で あるデア De a(豊穣 の神)､ 由来は エ ジプ トやギ リ シ ア 神に ある ジ ュ ス テ イ - ツ イ
ア Giu stizia､ そ して 同時期に形成された と考 えられ るそ して取引を司 る女神 で あっ た ア エ クイ
タ ス Aequita s2 0と い う女神 の特性やア トリ ビ ュ
ー トが統合された もの で ある2 1o 前 3 世紀 ス ト
ア 派の 哲学者ク リ ュ シ ッ ボス(前281- 2 77c a. 一 前 208-2 0 4c a.)に よると ､ 人間の 思 い 上 が っ た行
為に つ い て の神 の 懲罰 を擬人化 したネメ シ ス ､ そ して非合 理な偶然や不幸な運命を示 すテ ユ ケ ､
そ してデ ィ ケ - の 人格が統合され ､ ロ ー マ 帝国 にお ける 正義Iu stitia が形成された22. さらに ､
そ こ に ロ ー マ 帝国全体を統治す る万 民法 の概念 ､ ロ ー マ 皇帝たちに よ る法典の 整備 に よ っ て 市
民を統治す る市民法 の概念が 導入 され ､ 中世 に伝 えられ る正義ⅠⅥ stitia が完成され たとす る23｡
女性形の ラテ ン語 で あるIu stitia は ､ 中性名詞で あらわ され るIu sす なわち法と分離 して考 え
られ ､ 彼 女は ､ 絶対的神 の 捷で ある法と ､ 悪人 の住まう現実世界を注解す る役割 を担 っ て い た
とす る24｡ 氏の 論 理で は ､ 中世末期 に突如 と して 国家の 図像と して｢復活+するイ タリア にお け
る ｢正 義+ の 擬人像に ､ 同時期に復活 ､ 隆盛 した法学にお い て作り上 げられ る言説 ､ 及び 同時
代の 権力に｢歪 曲+されて いく ｢正義+ の擬人像 の 姿が見えない ｡ また､ ｢正 義+ の 擬人像の 図像
は古代 ロ ー マ 帝国以後 ､ そ の 法学の 衰退と同様にイ タリアか らそ の 姿を消 して いく ｡ 注 20 に
挙げた コ イ ン の 図像 には ､ 未 だに剣 を持 っ た ｢正義+ の 擬人像 は表れて い ない ｡ 以下の 項で は ､
同時代 の 法学及び 改治的言説 を検討 し､ そ してそ の 図像 上の 変遷 を検討する こ と にする ｡
法学研究に おける｢正 義+
法学の復活 は ､ 大学の 勃興 に よ っ て始 ま る25｡ ロ ー マ 法研 究は 12世紀 に｢復活+される の で
ある26｡ ロ ー マ 法は ､ そ の 影響力 を相次ぐゲル マ ン諸 民族 の侵入 に より大 い に減少 させ て い た
が
､ ゲル マ ン 人の 諸法典と並ん で ､ ロ ー マ 法 は ロ
- マ 人たちの 慣習法と して生き残 っ て い た .
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それ は ､ もはや ユ ス テ イ ニ ア ヌ ス(483- 56 5: 東 ロ ー マ 皇帝在位 527
･565)の 大法典を通 してで は
なくて ､ 時が経 つ に つ れ て ますます薄く貧弱 にな っ た初歩の 手引書や書式集にお い て 知られて
い た に過 ぎな か っ た ｡ 『ロ ー マ 法大全』 の 最も重要 な部分で ある 『学説嚢纂』 は ､ 603 年 か ら
1076年の 間は 2 つ の 写 本の み が現存す る27｡ ロ ー マ 法の ｢復活+ が 北イ タ リア で発生 した理由
と して ､ 第 一 に ロ ー マ 法 が ロ ー マ 人の 地域法と して の伝統 をこ の 地 で保 っ て い たせ い で ある と
され て い る28｡ 第二 に こ の 地 に と っ て ､ 法律研究 は単に高等教育的意義ばか り で なく ､ 政治 的
社会的意義を持 っ て い た ｡ 当時北イ タリア を支配 した神 聖 ロ
ー マ 皇帝が 自身 を古代 皇帝の 後継
者 だと考 え､ それ ゆえ に ロ ー マ 法 の研 究を｢皇帝 の+法 の研究 と して保護 し､ 政治的に もロ
- マ
法の 命題 に関心 をも っ て い た と い う こ と がそ の 再興に際 しある役割 を担 っ て い た こ とは確か で
ある29｡ 第 三に 何 より も ､ 11世紀後半の 商業や都 市生活 の 勃興が ､ 国家形態 を秩序付ける｢法+
の 存在 を欲 し､ 学ぶ こ とを必 要と したと い うこ とが 挙げられ る30｡
法学研究をボ ロ ー ニ ヤ で 復興させた 最初の 教師 の 一 人とされて い る ペ ポ(Pepo)31に は じまり ､
イ ル ネ リウ ス(Ir n e riu s: 1050頃･ 1130頃)とともに ､ ボ ロ ー ニ ヤ 大学の 法律研究 の 最大の 特徴は
『ロ ー マ 法大全』 全体 の 包括 的使用 に基づ い て法律 の本 文を｢註釈す る glo s s+と い うもの で あ
り ､ こ こ か ら彼 ら を ｢註 釈 学 派+ と 呼 ぶ よ う に な っ た 32o 12 5 0年 に は ア ッ ク ル シ ウ ス
(Acc u r siu s:?一 e a.1260)が こ れ まで の ボ ロ ー ニ ヤ 大学の 講義で なされ て きた ロ ー マ 法の テ キ ス ト
の 註釈 を註釈 に まとめ あげられて い たもの を 『標 準註釈 Glo s s a o rdin a ria』 と い う名で 知られ
る全書 へ と集成 した ｡ こ う した新 しい 法学研究 は ､ テ キ ス トの 再理解(法源 の 中に表 われ る専門
用語の 単なる説 明)に よ っ て 法渡 の 個々 の 部分を相互 に結合 し､ 矛盾 を解消 しようとす る試 み で
あり ､ ロ ー マ の 法律家達が 発見 した解決 を自分の 時代 の 政治的問題 に適用 しようとす る試 み で
あっ た33｡ ボ ロ ー ニ ヤ に始 まる法学研究は ､ それ 以前の修辞学に従属する ロ ー マ 法 と い う地位を
完全に分離 し脱却させ ､ 専門的研究の 主題 と して それ を確 固た るもの に した ｡
ま た ､ 1140頃サ ン ･ フ ェ リ
ー チ ェ の 修道士 ダラ テ ィ ア ヌ ス(Gr atian u s :? ･ 11 5 6)は ､ ボ ロ ー
ニ ヤ 大学 の 教会法 の標 準的教科書とな っ た 『法令集 De cr etu m』 を書い た ｡ こ れは ロ
ー マ 法テ
キ ス トと同様の や り方で 注解された｡ また 1134 から 1317 の間に公布 され た教皇が 下 した個々
の 事案の た め の 裁決 ､ い わゆ る教皇令が集成と して 教育に取り入れ られた｡ こう して ､ 2 つ の
集成によ っ て中世 にお ける 『教会法大全 Co rpu s Ju ris Ca n o nici』 と され るもの が完成した ｡
かく して 教会法 は高等学問の 別個の科 目 と して神学か ら区別され た ｡
法学者の 地位は皇帝権と教皇権 の 後付 と共 に ゆる ぎない も の - と変容 して いく ｡ 実際的な法
の 適用 にお い て も ｢皇帝の た め の 法+ を唯 一 絶対 の も の と し､ 各都市の こ れに矛盾す る法律 ､
条例 を軽視す る傾向が あり ､ こ れが 中世初期の 法学者組合 と コ ム
ー ネの 対立 と い う形 で現れ て
い る ｡ また大 学と コ ム ー ネはそ の 自治権(学生組合長の裁判権の 保持 など)や教授の 移動 の自由
等をめ ぐっ て も対立 して い た｡ 例 えば､ パ ドヴァ で は ､ 122年に ボ ロ
ー ニ ヤ か ら生徒と教師の
集団が移動 し､ ｢ス トウデ ィ ウム+ を築 い た34｡ そ の 後 ､ 122 8 年に は なぜか 近郊都 市 ヴィ ル チ
ェ ッ リ - の ス トウディ ウム の 移転の 契約が結ばれ て い る35o こ の 史料 か ら､ パ ドヴァ で も同様 の
コ ム ー ネとの 対 立関係 に あっ た と推測 され る36o
こう して 中世 に復活 した法学研 究だが ､ 1 183年 の コ ン ス タ ン ツ の 和約以後保 障された北部
コ
ム ー ネ自身に よる ｢条例制定権+ の 存在と ､ 皇帝の影響力の 弱体化 は ､ ロ
ー マ 法 理念を｢帝国の
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唯 一 の 法+と して で は なく ､ 理性に 基づく最高の 法原理 と して｢書 かれ た理性 ratio s c ripta+と し
て解釈 し把握させ る に至 っ たo 13世紀後半か ら､ 法学者達 は都市 の ｢条例制定権+ を ､ ロ ー マ
法を通 して 法理論的 に根拠付けた ｡ 更にそ の 対立関係を ､ ロ ー マ ･ カノ ン法 =普通法 = 共通法iu.s
c om m u n eと都市の 特有法itl SPr OPriu m と して ､ 中世キリ ス ト教的な統 一 世界と して の普遍的
組織と個々 の 小世界の 特殊組織の 共存と して捉 えなお した37o 法学が い か に して 中世 的統 一 世
界と結び付 けられ て いく の か を以下に 見て い く ｡
中世の 統 一 の 原 理 は ､ キ リ ス ト教の 神 を媒介する法と倫理 ･ 道徳と の 一 致 をも要求する . ト
マ ス ･ ア ク イ ナ ス は ､ あらゆる法 は宇宙全体の 支配者と して神 の永遠なる世界統治 の 理念た る
活か ら導き 出されると考えた ｡ す なわち､ 人 の 法は神の 法 に服従す べ きもの で あり ､ 法と倫理
に生命を与えるの は ､ 神 に よ っ て人間の 精神 に吹き込 まれた理性的な捷で あり ､ 人間の 定め る
法は ､ 一 般 的捷と して導き出され るもの で あ っ た38｡ 更 に ､ その 人 間の 定め る法は ｢正 義+ か
ら導かれ ね ばならなか っ た ｡ なぜなら ､ 正義は宗教的美徳の 一 つ で あり ､ 美徳 の行為 の 全て が
神 の 捷で ある 自然法に属す るか らで ある39｡ 徳 と して の 正義は ､ 自然法の も ろもろ の 捷の 中で
人間に顕示 されて い るもの の い か なる命令や権威にも打ち克 つ べ きもの であ っ た40｡ 元来正義
は ､ テ ミ ス やデ ィ ケ - が示 して い た ように ､ 各人 に彼 の もの を与 えん とする恒常的意思 にそ の
意義を発す る ､ 現存秩序 - の批判的意識とそ の評価規準と して の 観念 で あっ た｡ キ リ ス ト教神
学はあらゆる概念 をキリ ス ト教的 に普遍化す る際に ､ 正 義そ の もの もまた ､ 神か ら発す る揺 る
ぎの な い概念と して位置付 けて い た｡
そ してイ ル ネリ ウス に お い て は ､ 正義と法は 同 一 視 されて お り ､ 正義が 法の 本質で あ っ たo
｢法は 善と衡平の 術なり+(『学説嚢纂』1, 1, 1 ケ ル ス ス(Celsu sロ ー マ 帝国の 副執政官)によ っ
て定義され ､ 編纂委員の 一 人で あ っ た法学者ウル ピア ヌ ス(D. U Ipia n u s) が 引用 した法文)の 注
釈 にお い て ､ かれは こ の ｢善と衡平+ を正 義と呼び変 える41｡ また ､ グラテ ィ ア ヌ ス は ｢法 は
正義iu stitia で あるが ゆえに法と呼ばれる+ と述 べ て い る42.
さらに ､ 衡平と い う概念は ケル ス ス に よ っ て 上記の ように定義され ､ キ ケ ロ に よ っ て ､ ｢衡平
を説 けば法の 解釈となる+(『共和国論』 5, 2)とされて い た 43｡ しか し中世で は ､ 神 の 意思と
一 致す る ､ よ り高い 理性 ､ すなわち完全なる正義 の 理念 - と向かう創造力となり ､ 正義と法 を
結ぶ 統 一 の 原理の 表明とな? た44o また ､ こ の 時代 には衡平は ､ 理性と同
一 視された45o こ こ か
ら､ 人定法 にも神 の 理性 が分配 されて い ると い う考え方が生まれ る｡ 法 は実行 され る 正義 で あ
り ､ ｢制定され た理性+ であり ､ それ を作り上げるの が衡平で あ っ た ｡
イ ルネリウス に話 を戻すと､ 彼 は 12世紀半ばに 『法 の厳正 さに 関する設問集』 を著 した46｡
彼 は 序文 に お い て ､ 自身が 芳 し い 森の ′小さ な丘 の 頂 に発 見 した 《正 義の 殿 堂 te m pu lm
Iu stitia e》 の 姿を記述 い て い る ｡ こ の殿 堂に入 ると ､ ユ ス テ イ に アヌ ス 帝法県の 全文が 黄金 の
文字 で刻み 込 まれた ガラ ス の壁 で 区切 られ た至 聖所が ある｡ 殿堂の 内陣中央 には ､ 9 人の 女性
が座 して い る ｡ 観者はそ の ガ ラ ス 越 しに｢鏡に 映 っ て い るよう に+彼女達 を見る ｡ 最高位 には理
性 r atio が ､ ｢星 の ごときま なざ しと精神 の きらめく ばか り の鋭さを持 っ て+遠くを見 つ めてお
り ､ 殿堂中央 の 正義ju stitia の真上 に座 して い る. 正義は ､ 天秤を持 ち､ ｢威厳 に満ちた態度に
ょ っ て+ ｢神と人間の 両者に関わる事柄を幾度となく 嘆息 しなが ら観察 して い た｡+ 正義 は末娘
の衡平 a equita sを腕 に抱きか か えて おり ､ 彼女は母親の 正義が持 つ 秤の 皿 を水平 に保 とうと努
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め て い る ｡ 正義の 周 り に 臥 彼女の 他 の 娘で ある 6 つ の 市民的徳(信仰､ 仁 慈 ､ 恩寵､ 懲罰 ､ 従
順 ､ 真理)が座 して い るo､聖堂内に は 正義に仕 え る ｢多く の 高貴な人々 + が い て ､ 衡平 の 与え る
命 令に従 っ て ､ ガラ ス の 壁に 書か れた ロ ー マ 法 の 法文を修正 しようと働 い て い る｡ そ して そ の
至 聖所の 外で は 一 人 の法 の 教師が聴講者達 と発 し い 法律問題 を議論 して い る o 著者 は こ の 教師
と聴講者 の や り取り を以 下に再録 しようと試 み る の で ある . こ の 寓意的記述 は ､ カ ン ト
- ロ ヴ
ィ チ によ っ て ､ 法理念 の擬人像 が同時代 の 法哲学の 位階体系 - と統合され たも の で あり ､ 同時
に法学研究 の 現状 を示す もの で あると した47｡ こ の 括写の 発想源は既に氏 によ っ て詳細に上 げ
られ て い るが ､ 論者に と っ て最も重要で ある と思われ る点は ､ 理性 と正義と衡平が自然法で あ
る 理性 ､ 人定法 を作 り 上 げる衡平 ､ そ して それ を仲介 し､ どちらにも属す る の が 正義で あ ると
い う同時代 の 法理念 が こ こ に明示 され て い る こ と で ある｡ 更に重要なの は ､ ｢正義+ の 擬人像 に
は未だに剣 が与 えられて い ない ｡ 剣 は裁く こ と ､ す なわち権威 ･ 権力 ･ 強制力 を表わすが ､ こ
こ にお ける ｢正義+ は ､ 法学理念上 ､ そ う した強制力を持 っ て は い な い の で ある ｡ こ の こ と は ､
後 の 論 の ため に留意 した い ｡
政治的な状況変化に 伴う法学研究の あり方 の 変化 は ､ 法律解釈そ の もの に変化 を及ぼ した｡
皇帝権 の 弱体化 ､ 北部 コ ム ー ネの 自治権確 立 は ､ 新 しく勃興 した法学研 究を ､ キリ ス ト教的統
一 の 原理 へ 組 み 込む 法律解釈 を進 め る 一 段階となっ て い ると′論者は考 える ｡
で は ､ こ の ような解釈 か ら生み 出された 正義 は ､ 共通法を条例制定 の 下敷きと して 受け入 れ
て いく コ ム ー ネにお い て どの ようなも の と位置づ けられて い た の だろう か ｡
コ ム ー ネの ｢正 義+
ボ ロ ー ニ ヤ を初め と して パ ドヴァ も同様に ､ 法学者の 権威は ､ 日 々 力 を増 して い た｡ 法学研
究が先 に述 べ た ように 実定法 を作り上げる根本となり ､ 国家秩序 を作り 上 げる 専門研究と な っ
て いく こ と ､ 更 に急激な商業 活動 の 発達は ､ 都市内外 にお い て 日 々 様 々 な争議 を作り出 し､ こ
れ を平和 に治め るも の が 必 要とされて い た こ となどが そ の 理 由で ある o ボ デ ス タ - の 法科卒業
者 の 登用や ､ コ ム ー ネの 役職に つ く大 半が 法科出身者で あっ たとい う事実
48は ､ 法学研究が神
学上正 当な地位 を手 に入 れただけで は なく ､ 現実的な権威を掌握 して い っ た こ とを示す o コ ム
ー ネと して の パ ドヴァ は ､ 14世紀初頭に は ､ 対外勢力で ある ヴ ェ ネ
- ツ イ ア共和国 ､ ス カ
ー ラ
家､ カ ン グラ ンデ家などと の室凱 ､を繰り広 げつ つ ､ 国内的に は教皇派 と皇帝派 に よ る鍔迫 り合
い が行 われ て い た. 特 に封建領主で あ っ た
一 部の 貴族 の伸張が激 しく な っ てき て い た の もこ の
時期で あ る｡ 対外的 に は戦争 に勝利 し､ 順調 に コ ン ダ
ー ドを増や し､ 都市と して の 勢力は拡 大
して い たが ､ 一 部の 富裕層の 伸張が コ ム ー ネと して の 体制の 維持 の 終蔦 を予測 させ て い た
49
o
こう した動向は他の コ ム ー ネにも見 られ る｡ 同時代 の政治思想 にお い て ､ コ ム
ー ネ内にお ける
市民の 団結の欠如に よ る崩壊の 危機 とい う議論は､ 少 なくともと北部イタリア で は その 社会情
勢と機 を 一 に して そ の 主流 を形成す るも の で あ っ た 50o Re migio Gir ola mi(m ･1 3 19)は ､ ト
ス カ
ー ナ 地方 の ドメ ニ コ 修道会 士 で ､ お そ らく ダン テ の 師にも当た る人物で ある o アリ ス トテ レ ス
『政治学』 - の 新た な適応形 を作り 出 し､ ｢公 共の 善+ と して の 概念 に新た な意 味を与 えた
51
o
彼 によ る議論 ､ ｢良き コ ム
ー ネに つ い て De bo n o c o m m u Dl
･
J で は ､ パ ウ ロ の 預言 にお ける終末
の 時期の 人 び との 有様を引用 しつ つ[2Tl
･
m ･3 ･1
･ 2】､ 同時代 の コ ム ー ネ体制 の 危機 を嘆く説 が あ
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る｡ ｢ - 彼 らは ､ 過剰 で 無制限な自己愛の 中で ､ 公 共の 善を否定 し､ それ を少 しもな い しは全
く気 に か けて い ない ｡ そ して悪魔的な魂に そそ の かされて彼 らは継続的に ､ 村 ､ 町 ､ 県 ､ そ し
て国全体 を統御できない 闘争に よ っ て妨害 し破壊す る+ 52さらに ､ Gr aziolo Ba mbaglioli(ボ ロ
ー ニ ヤ 出身), 1}attato delle t701ga rl
'
s e DtteD Z e S OP m le Vl
'
I･tLi m o mll(c a. 1335) で は ､ ｢よき コ
ム ー ネは もはや どこ にも存在しない ｡ なぜならば全 ての 人間は 自分自身の 草 しか気に か けない
か らだ+とす る53｡ 当時の パ ドヴァ の 言説 に確実 に関わ っ て い ると考え られる著作 の なか で は ､
フ ラ ン チ ェ ス コ ･ ダ ･ パ ル ベ リ ー ノ(Fr an c e sc oda Ba rbe rin o :1 264
･ 13 48)に よる 『愛 の 訓え J
Do c u m e ntl
'
d'A m or e』が ある . 彼 は ダンテ と同時期 に フ ィ レ ン ツ ェ を中心 に創作活動を行 っ た ｡
130 4
-7年 頃パ ドヴァ 大学で学び ､ フ ィ レ ン ツ ェ に戻 っ た後の 1 3 10年頃こ の 書を完成させ た54｡
その 中で ､ ｢剣が なくとも町は 不正義の ため に没落 して いく ｡町だけで はなく郊外でも彼らの 不
和 の た め に 敵が 勝利 して い る+ と述 べ て い る55. ま た ､ ム ッ サ ー ト(Al be rtin o M u s s ato :
1261･ 132 9) に よ る 『ハ イ ン リ ヒ 7世後のイ タリア人達の 歴史 E)
'
sto n
'
a de ge stls Jtal]
'
c o mm
po stHen rl
･
m m T7I』で は ､ サル ス テ イ ウス(Gaiu sSallu stiu sCrispus ‥B･C･ 86
- B･C･ 35)の『カ
テ ィ リナ の 陰謀』を模 し ､ 権力と富裕な状態に よ っ て 堕落する パ ドヴァ
･ コ ム ー ネ の様 子 を描い
て い る56｡
また､ 彼に よ る悲劇 『ェ ケリヌ ス』 は ､ 先の エ ツ ツ エ リ ー ノ の 殺褒 を尽く した限りの 後 の破
滅とパ ドヴァ ･ コ ム - ネの勝利 をうた っ て い るが ､ そ の 意図は ､ まさに現在没落 の危機 下に あ
る パ ドヴァ ･ コ ム ー ネ市民に 向けて の プ ロ パ ガン ダで あっ たと考える57｡ そ の 危機 をもたら し
て い た の は ､ カ ン グラ ンデ家で あり ､ そ して国内に伸張するカ ッ ラ
ー ラ家に よ っ て領主支配 に
向か っ て い く不穏 な動きで ある｡ こ の 悲劇の 最後に は ｢正義の こ の 規範は永遠の 時代 に続く o
たとえ運命 が何 らか の 害悪 をもたらす事が あろうとも ､ 規範は過つ こ と がない ｡ 生き と し生け
るも の は誰 しも 己の 所業にふ さわ しい 報い を受 けるもの o 公 正 な裁き を知 り給う ､ 厳 しき裁き
手 ､ 清明な裁き手が 吃立 し､ 正 しき者には恵みを授け､ 不正 な者を罰 したまうo こ の 安定 した
秩序は少 しも滅び る こ とはない ｡ 美徳は高き喜び に昇りゆき ､ 罪は深 い 闇に落ちる o ゆえに ､
できるう ちに ､ 警告となる万 古普遍の 法を学ぶ が 良い+ と結 ばれ る5 8｡
こ こ で の 正義 ､ 規範こそ は ､ コ ム ー ネとい う体制そ の もの を指すと論者は考 えるo コ ム
- ネ
とい う国家体制そ の もの が 正義を体現す るとい う言説は他 の 文献に よ っ て も示 され る
59
o ア ン
プ ロ ー ジ ョ ･ ロ レ ン ツ エ イ ツ テ ィ に よ っ て 描かれ た 《善政と悪政の 図》(シ エ ナ パ ラ ッ ツ オ
･
プ ッ ブリ コ)の 思想的背景で ある と解釈 されて い る ラテ ィ
ー ニ(B ru n etto Latini)に よ る『宝庫 の
書 Li Li, r e sdo u str e s o r』 で は､ 正革は ｢市民が存在し､ 正 しい行 い を し､ 正 しき物事を愛す
る ことを通 して得られ る賞賛すべ き国家の 特質+ で あり ､ ｢衡平+ で ある
60
｡
こ の 二 つ の 作品は
成立年代に 1世紀近 い 差があるが ､ 当時の 対内外的に緊張下の 中で コ ム
ー ネと いう国家体制 の
確立を願 うと い う意味で は同 じ方向性 を持 っ て い ると考えるo 更に先に挙げた ､ フ ラ ン チ ェ ス
コ . ダ ･ パ ル ベ リ ー ノ の 『愛の 訓 え』 の 中で は ､ 不正義に よ っ て没落す る危険性の あ る 国家を
維持す るの が正 義なの で ある｡ す なわち､ 正義､ 規範､ そ して衡平 を持 つ の が コ ム
ー ネなの で
ある ｡ こ れは ､ 先の 項で 見た ､ 法学研 究が獲得 した新 しい 法理念 を体現 して い る と考 える o
ム
ッ サ ー ト の言う ､ ｢過 つ ことの ない 規範+ が理性と解釈されう るならば､ コ ム
ー ネの 正義と は国
家を平和 な状態 に維持 し続ける ､ 規範と衡平の 仲介者で あると考 えられ るo
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サ ロ ー ネの 正 義
で は ､ 《理性 と して の 正義》 が 示す ｢正義+ とは何 か ｡ こ の 作品名 は ､ 1 5世紀後半 に記録され
た壁画下部に あっ た銘 文か ら取られて い る61｡
Dl
'
cltRa a
'
o
Teh7Per Oqu ege Stu Sho m 1
'
Dl
'
m c)
l
o n e
a ag7
'
stT a
popdeT e m e B S U ra fa cIJ
'
o ce s s a z
･e SIBl
'
stTa .
理性は 云う ｡
そ して 女主人で あ る私 は ､ 理性 に よ っ て 人 々
の 行動 を正 しく導く ｡
私 は不適切な秤や 定規 をや めさせ る｡
こ の 銘文を ､ 今まで見て きた法概念 と照 ら し合わせ て み ると ､ 人 々 を ｢正 しい+ 方向 - 導く
の は ､ テ ミ ス やデ ィ ケ - か らそれ を受 け継 い だ正義ジ ュ ス テ イ - ツ イ ア の 役割で あ っ た ｡ 更 に
理性とは ､ 正義と衡平 に分配 され ､ ある い は 同 - で ある ともみ なされた ｡ 先 の プ ラケン テ ィ ヌ
ス の 引用か らは ､ 理性 は正 義の 上 に座 し､ 遠く を見通 して い た ｡ また ､ 現実的な規制(こ の 場合
は秤や定規 を定め たパ ド ヴァ の 法)を作り 出す の は衡平 の役割で あ っ た ｡ つ ま り ､ こ の 銘文 は ､
こ の 図像が ､ 同時代 の 法学研 究にお ける理 性 一 正義 一 衡平の 関係性 を表 して い る ことを示 唆す
る ｡ 彼 女は こ こ で は ､ 竿秤と剣を持 っ て 木製 の 台座 に座す女性 と して表されて い る ｡ 剣 を持 つ
｢正 義+ の 擬人像は ､ キ ッ セ ル に よれ ば ､ 1 3世紀後半に始 め て 登場 しそ の 後定型化された62｡
･しか しなが らイ タリ ア の 中世法学にお ける 正義の概念 に は ､ 権威や 強制力 を持 っ て裁く とい う
役割は なく ､ あく まで も い か に平和を維持する か に その機能 を向け られて い る ｡ 中世 にお い て ､
裁く者とは キリ ス ト(あるい は教皇)で あり ､ 皇帝で あり ､ そ して コ ム ー ネで はボデ ス タで あ っ
た63｡ 論者 は こ こ に ､ 裁く者 と して の 人格 を与 えられた ､ パ ドヴァ ･ コ ム ー ネ の擬人像It して
の 正 義 の成立 を見 る こ とが でき る の で は な い か と考え る｡
こ の 図像 の 原型 を制作 した とされ る ジ ョ ッ トの ｢正 義+ の擬人像(パ ドヴア ス ク ロ グ ェ - ニ
礼拝堂)の 銘文に は ､ ｢完全な正義 は平等 の 秤で全 て の 均衡を保 っ て い る ｡ 彼女は 善を王冠 と し
て被り ､ 剣 を悪徳に対 して 向ける ｡ 彼女は 全て の 物事を楽 しませ ､ 彼女 の 国が 自由で あるとき
は ､ 彼女の 行動が 喜び を連れ てく る+ とあ る64｡ こ こ に は ､ 衡平に よ っ て 公 共の 善を保 つ 完全
なる 正義が 示 され る｡ また､ 黄金時代に は 市民 に対 して全て の もの を与えて い た ジ ュ ス テ イ -
ツ イ ア の性 質も示され て い る とも考えられ る｡
こ の ス ク ロ グ ェ - ニ 礼拝堂 の ｢正義+ の擬 人像は宗教的美徳の 一 つ と して悪徳に対 し剣 を振
りか ざす ｡ 一 方サ ロ ー ネの 正 義の 剣は ､ 何 に 向けられ るの か . それ は法 を犯す者(不適切な秤や
定規を用 い る者)た ちに 向けられ る とも考 えられ る ｡ しか しなが ら､ ジ ョ ッ トが考案した図像 で
ある可能性 を考慮す る ならば ､ サ ロ ー ネの 対 面 の壁 面に掲 げられた 悪 しき コ ム ー ネの 状態を示
す《脅か され る コ ム ー ネ》(図 2)に措 かれ る ､ 国家を脅かす不正義に 向けられ るとも考え られる ｡
アリ ス トテ レ ス の 『ニ コ マ ス 倫理 学』 で は ､ 正 義の概念 は常に 正義で はな い もの を考え る こ と
に よ っ て論 じられ る65o また ､ 論者は モ ル プ ル ゴ に よ る ｢脅か され る コ ム ー ネ+ とい う主題 を
分析した論文 によ っ て ､ コ ム ー ネを没落させ た悪 しき市民 - ､ コ ム ー ネが 正義をも っ て復讐を
誓うと い う内容 の ソネ ッ トが ある こ とを知 っ た 66｡ こ の こ とか ら､ こ の サ ロ ー ネ の 正義 の剣 に
は､ 裁判 の 執行 とい う意味と同時に コ ム ー ネ の 防御を意味 が示され て い る の で は ない か ｡
おわりに
論者が当時 の 法学理念 の分析か ら行き着 い た パ ドヴァ ･ コ ム ー ネの 擬人像 と して の 正 義とい
う解釈は ､ 何度も言及 す る拙稿の 分析 を同時代 の 新た な言説か ら補強す るもの とな っ た｡ 本稿
で は ､ 中世 の 正 義の概念そ の もの が 図像に どの ように結び つ い て い く の か とい う側面に特に焦
点を当て て きたが ､ 正 義の 図像学的伝統 の 形成と いう側面か らは更 なる調査 が必 要で あると考
える o そ れ に よ っ て ､ 世俗的表象と して の ｢正義+ の 擬人像の 変遷 を追う こ とが 真の 意味で完
結す る の で ある｡
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1 11世紀末 か ら 12世紀 にか けて ､ 主として司教で ある都市領主及び神聖 ロ ー マ 皇帝 の 支配権
に対抗 して ､ 裁判 ､ 徴税 ､ 立 法の 権限を獲得 して い っ たイ タリアにお ける 自治都市国家の 形態
をさす｡ 1 16 7年 ､ 北イ タ リア諸都市は神聖 ロ ー マ 皇帝フ リ ー ドリ ヒ 1世(1 12 2/23
-90在位
1 15 2･90)に対抗 し ロ ン パ ル デ ィ ア 同盟を結び ､ 戦い を重ねるうちに都市内の 結束を固め ､ 都市
国家 コ ム ー ネと して の 組織を整備す るに 至 っ た ｡ そ して 1183年 の コ ン ス タ ン ツ の 和約 により
皇帝権か ら独 立 し､ 自治都市国家を確立 した(京大西洋史辞典編纂会編『新編西洋史辞典改訂増
繍版』 創 元社 1993p.283 ;清水康 一 郎 『イ タ リ ア の 中世都市国家研究』 岩波書店 197 5p･1).
コ ム ー ネ と して の パ ドヴァ もまた ､ 農業､ 農作物 の 通商活動 ､ 運河に よる海上 貿易に よ っ て発
展を遂 げ､ 周辺 地域を武力闘争 の 末 コ ン タ ー ドと して支配 した ｡ 他の 北部イ タリア の 諸 コ ム
ー
ネと同様 に ､ 11 7 4年 には ボデ ス タ制(国家が コ ン タ ー ド外の 他都市か ら招蒋した ､ 主に法知識
を持つ 貴族に短期間なが らもそ の 統治を委任す る制度｡ ボデ ス タ は議会 の議長 を務め ､ 裁判 ､
執行権 ､ 警察権 ､ 軍事権を掌握す る統治者で あ っ た(梅樟忠夫他監修 『世界歴史大事典』 冬至 書
房 1986第7 巻 p.294))を導入 して い る(F O LI G N O,C･, 地 e sto ry of Padu B, Lo ndo n:J･M ･De nt
1 9 1 0(Ne ndeln - Le chte n stein ;Kr a u s r eprint,1970)p.12)o こ の 事は ､ 様 々 な階級を含む都市
貴族 を厳正 か つ 公正 に裁く裁判官とい う役割が 重要視されて い た こ とを意味す る｡ ボデ ス タ に
は ､ 異な る利 害関係 をも つ 階級 ､ 職 業か らなる複雑な権力構造を､ 平和 な状態で 統治する こ と
が要求されて い た ｡
2 パ ドヴァ は コ ム ー ネ と して の 政治体制の 確立 とともに都市機能の 充実 を図り ､ 12 19年 にパ ラ
ッ ッ ォ ･ デ ッ ラ ･ ラジ ョ ー ネの 原型と なる建物 を含む ､ 四 つ の 建物か らなる市庁舎群 を都市の
中心 に建造 した ｡ こ の 市庁舎群の 地階及 びそ の 周辺 には様々 な商店が規則性を持 っ て並 んで い
た ｡ また ､ 広場 の 再整備 を行 い ､ パ ラ ッ ツ オ
･ デ ッ ラ ･ ラ ジ ョ ー ネの 両側 に 二 つ の広場 が設 け
られ た(M O S C H E T TI,A.,"Prin cipalepala ciu m c o m m u nisPadu e
''
,
Bollett=
'
n odel Mu s e o
a
･
v 7
･
c od7
･
Pado 帽 ,ⅩⅩⅤ(1932)p p.1431 192,
･ⅩⅩVI(1933)p p･99･ 155;ⅩⅩⅥⅠ･ⅩⅩⅥⅠⅠ(19 3 4
- 193 9)
p p. 189･ 2 6 1)｡ こ の ､ コ ム ー ネに よ る行政機能と商業機能 の整備 ､ そ して両機能の 集中に よ っ て ､
市民と､ 新たに 市民 に加 わ っ た商人 とに よ っ て都市運営が体系的に統括され るに至 っ た c パ ラ
ッ ッ ォ ･ デ ッ ラ ･ ラ ジオ - ネの原型 となる建物の 上層階は ､ 各行政部 門の 事務所 ･ 裁判所 ･ 議
会場な どの機能を果た して い た ｡ 1 4世紀初頭に は ､ 内部装飾も含め建築物全体の 大改築が行わ
れた ｡ 現存す る建物 は ､ 1783年の 竜巻 によ り屋棟 の殆 どを破壊 され た後に ､ 14世紀初頭 の 改
築当時の 姿に修復 された もの で あ る｡ 裁判所と しての機能 は 1783年まで残 されて い たo パ ラ
ッ ッ ォ ･ デ ッ ラ ･ ラ ジ ョ ー ネは現在､ 商店の 立 ち並ぶ ロ ッ ジア で ある地階と ､ 二 階の 大広間(サ
ロ ー ネ)か ら成 っ て い る｡ 本稿で は ､ 当地の 通称に従 っ て ､ 現在の 二 階に当たる内部空間を以 下
サ ロ ー ネ と呼称す る ｡
3 サ ロ ー ネの 内部装飾 は ､ 主に壁画 に よ っ て構成されてお り ､ 壁面は ､ そ の 構成か ら上 下 二 つ
に分割する こ とができ る ｡ 上部は ､ 約 330の 区域に分割されて お り ､ 黄道十 二宮の 記号 ､ 月暦
の擬人像 ､ 惑星神 な どを含む占星術的主題 が描かれて い る｡ さらに ､ 壁面下部は ､ お よそ 72
の 区域に政治的主題 が表されて い る｡ 現在見る こ と の でき る装飾は ､ 1420年 の 大火災以後 ､ 壁
面上部 が 1435年 頃まで に ニ コ ロ ･ ミ レ ッ トと ､ ス テ フ ァ ノ
･ ダ ･ フ ェ ツ ラ ー ラ に よ っ て再制
作され た もの で ､ 壁 面下部は ､ 13世紀か ら 16世紀まで 装飾 は繰り返 し描き直されて い る o 本
稿で 取り上 げる の は ､ その 下部装飾の うちの
一 部分である o パ ラ ッ ツ オ ･ デ ッ ラ ･ ラ ジ オ - ネ
の 詳細な沿革及 び研 究史とその 問題性 に つ い ては ､ 紡幅の都合上割愛する . 1992年まで の 状況
に つ い て は ､ Centr olnte r n a zio naledi Sto ria dello spa zio edel Te mpo･ LI Pala z z odella
Raglon e aPado v B, Ro ma :Istituto poligrafl C O e Ze CC adello Stato, Libr e ria de
llo Stato,
1992 3v ols. 所収の ボ ッ ツ オ ラ ー トに よる論文及び研究史
一 覧を参照o また論者に よ る千葉大学
大学院平成 12年 度修士 論文 『コ ム - ネと占星術
- パ ドヴァ パ ラ ッ ツ オ ･ デ ッ ラ ･ ラ ジオ
- ネの
壁面装飾を中心 に - 』 の 序論を参照 ｡ 92 年以降に つ い て 臥 拙稿 ｢ パドヴァ の
パ ラ ッ ツ オ ･ デ
ッ ラ う ジ ョ ー ネ の 占星術主題壁画の
- 解釈 - 占星術と自治都市国家の 社会秩序
-
+『美術史』
(掲載審議 中)を参照 ｡ こ の 論文は ､ 第 55回美術史学会全国大会(2002年 5 月)で の 口頭発表原稿
をもとに加筆修 正 を行 っ たもの で ある｡
4 G R O S S A T O
,
L.,
,,La De c o r a zio n epitto ric adel Salo n e
”
,
in A A･ⅤⅤ, D Pa m･z z odella
Rag7
･
o n ed]
･
Pado v a, Ve n e zia :Ne ri Po z z a, 1963, p p･47
-67p･51更 に ､ パ ル ゾン に よれ ば､ そ れ
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らの 動物表象の 持 つ 意味は地方的伝統に よる もの で あると い う｡ しか しなが らそ の テ キ ス トと
なるような史料 - の言及は なく ､ 現在まで全て に詳細な分析を行 っ て い る研究 は存在 しない ｡
B A R Z O N
,A･, Iclel=
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elaIo n l
'
B Hu e B Z a Degl]
･
a[Te S Ch
･
delSalo m e l
･
B Pado v a
,
Pado v a:Tipogra丘a del Se min a rio, 19 2 4
5 論者 に よる前掲修士論 文第 4 章を参照 ｡
ヽ′
6 FR O J M O ⅥC, E･,
``Giotto's allegorie s ofju stic e a ndthe c o m m u n ein the Pala z z odella
Ragion ein Padu a: a re c o n str u ctio n”
, Jo u rnalof Wa rbu rg a nd Co uta uld ln stitute( 以下
J W CI と略す), 5 9(1996)p p･2 4･4 7氏 は ､ こ の 4 点の 壁画の 配置関係 (2点ず つ 東西 の壁 面 に置
か れそれ ぞれ が相対 して お り ､ 14世紀初頭 に設 けられた ロ ッ ジ ア - の 入 り 口 の 上部に それ ぞれ
置かれ て い る) と特に 《脅か され る コ ム ー ネ》 とい う主題 の 持 つ 同時代性お よ び同時代史料 に
お ける裁判の 記録 な どと整合 し､ 上記 の ように結論付けた ｡ しか しなが らそ の 分析に は更に 言
及する 間隙が 数多く残 されて い るo 例 えば ､ 氏は ､ なぜ こ の 2組が 相対され て い る の か と い う
こ と に は言及 して い ない o
7 前掲の 拙稿を参照｡
8 た とえば ニ ュ ー ヨ ー ク の シ テ ィ ー ･ ホ ー ル (旧市庁舎) の ド ー ム 頭頂部 の ｢正義+ の 擬 人像
(180 3･ 14)o C UR TIS, De mis E･ a nd R E S NI E Judith, "Im age s ofJu stic e”, The Yale La w
Jo u m al
, v ol･9 6(1987)p p･1 72 6･ 177 2, p･1732flg1 さらに ウィ ー ン の 司法省玄関ホ ー ル にも座
す(188 1年)o K IS S E L, Otto Rudolf･ Dl
･
e Ju stl
･
tla :ReGe x]
･
o D e D UbeT el
･
n Sy mbol uDds eln e
Da r steEuz7g l
'
D derbl
'
1dende D Ku D St
･
M un che n:Be ck, c1984fig.108また ､ 1960年に は ブラ
ジ ル の 首都ブ ラ ジリ ア の 連邦最高裁判所 の 正 面入 り口 前に ｢正義+ の 擬人像(Alfr edo
Ce schiatti(1918- 89)作 ブ ロ ン ズ 参考図版は
http://w w w･e s c ultu r a2 0 02･hp g･ig･c o m･br/c e s chiatti/c e s chiatti･htm)の 彫像 が設置 され た｡ 森征
T
｢中世イ タリア都市社会 にお ける ｢正 義+ の イメ ー ジ - A. ロ レ ン ツ ェ ッ テ ィ作 『善政 の ア
- 』を中心 と して - +慶鷹義塾大学法学部『法学研究』第69 巻 2 号(1996:2)p p.15 31 1 9 1,
レ ゴリ
p.1 5 4
9 C U R TIS
,
a nd R E S N I K
, op･ cit. p .17 4 3
10 m T Z E N E L L E N BO G E N
,
A dolf
, Allego m
･
e s of 地e tq
･
rtLZT e S a nd T4c e s 1
･
n m ed7
･
e 帽1a rt .･
fr o m e a rly Cnn
'
sda D tim e sto the tAl
･
rte e D地 c e ntu ry･ To r o nto ;Lo ndo n: Univ e r sity ofTo ro nto Pr e s sin as s o ciatio n withthe M edie v alAcade my of Am e ric a, c1989(Medie v al
Ac ade my r eprintsfo rtea ching) (Origin ally published:Lo ndon ‥ Warbu rgln stitute, 1939),
I
権力者自身が ｢正 義+ の擬人像と同 一 視され る ケ ー ス は 16世紀テ ユ ー ダ ー 朝下の エ リザ べ ス
女王 の それ を除 い て論者は未 だ知 ると こ ろ に はな い o YA T E S, Fr a n c e sA m elia, AstT a e a/地 e
l
'
mpe r]
'
al 地e m e l
'
n 地 e s]
'
xte e n地 c e Dtu ry･ Lo ndo n ,
･ Bo sto n‥ Ro utledge & K Pa ul, 1975(西
滞龍生, 正木晃訳 『星 の 処女神 エ リ ザ ベ ス 女王 : 十六 世紀 にお ける帝国の 主題』 『星 の 処 女神
とガリ ア の ヘ ラク レ ス : 十 六世紀にお ける帝国の 主題』 東海大学出版会, 1982, 1983特に 上巻
p p･7 1ff･) しか しなが ら後述す る ように君主 の備 える べ き徳と して の ｢正義+ は 存在 し続けて い
る ｡
ll CロR TIS
,
a nd R E S N IE, op･cit･ 法学者 の視点に よ っ て ､ 現在そ して未 来の ｢正義+ の 概念 の
あり方まで を視座に入 れ ､ ｢正 義+ の擬人像の 図像的伝統 を概説す る ｡ ;J AC O B, Rob叫
Im age sdelaju stl
'
c e: e s s a ]
'
s u rl'1
'
con ogT aPA]
･
ejudl
･
cl
･
al
･
r edu Moye D age a1
,
age cla sslqu e,
Pa ris :Le opa rdd
-Or, 1994 ヨ ー ロ ッ パ ､ 特 に フ ラ ン ス を中心 と して裁判の 行われ る場 で あっ た
教会 ､ 市庁舎 ､ 裁判所 にお い て 措かれ て きたイメ ー ジに つ い て論証 して い る｡ ; E D G E R T O N,
Jr･ ,Sa m u el Y･ ･ P7
'
cta p e s a ndpu D l
'
sLm e Dt: a z･ta nd crlm l
･
n alpzTO S e C Ub
･
o B du n
･
D gthe
Flo Tentln eRe D a ]
'
s s aD C e,Itha c a: Co rn ellUniv e r sityPr es s, 1 98 5中世末期 か らル ネサ ン ス 時
代の フ ィ レ ン ツ ェ を中心 と して ､ ｢裁き+ の 図像と政治 の 関係性 を体系的 に扱う｡
12 cfr･ L E G O F F
,
Ja cqu e s, L
'
1
'
m aglD a ]
'
r e m edl
'
e v al, Pa ris ‥Gallim a rd
,
19 85(Tne m edl
･
e 帽ノ
]
'
m agln at7
'
on, tr a n slated byArthur Goldha m m e r,C hic ago : Unive r sity of C hic ago Pr e s,
1992)
13 EISS E L
,
op･cit･ は古代 エ ジ プ ト女神 マ ー ト M a'atに始まり ､ そ の 象徴の 成立 を 2 0世紀 まで
渉猟 した論考で あるo C･ N･ RO B E R T, UB e alle
'
o m
･
e peT(a l
･
te･ La e7ustlc e, v e rtu, c o u rtls a n e et
- 40-
bo u zT e a U, Ge o rgE dite u r: Ge n占v e, 1 93(Extr aitde LB So clolog7
'
e del'a rt ets a vo catl
'
o n
l
'
Dterd=
'
s c lbll
'
D a l
'
r e
,
1'a u TqTe etl'1
'
DGu eD C ede P Fm D C a Stel
,
De n o61:Go nthie r, Paris, 1 9 7 6)と
共に云 え る事は ､ ｢正義+ の 擬人像 の 涜布 がリ ー パ の 『イ コ ノ ロ ギア』 に端 を発す るた め ､ 16
世紀以降の 変遷 に つ い て は豊富な図像 資料が取り揃 えられ て い る(但 し両者共 に自国の もの が
中心 で ある)0 16世紀以後に 目隠 しをされ る ようになる ｢正義+ の擬 人像に つ い て はまず ､
PA N O F S K Y, Er win, Studl
'
es 1
'
D l
'
c o n olgy/ 血 m a D )
'
stlcthe m es l
'
D the a rtofthe
Re B a l
'
s s a D C e, Studl
'
e s l
'
n l
'
c o D OlogyI 血 m aD 1
'
stlc 地 e m es 1
'
D 地 e a z,iof 地eReD al
'
s s a n c e, Ne w
Yo rk:Ha rpe r, 19 62(Reprint･ Originalpublished:oxfo rd Univ e r sityPr e s s, 1939)( 浅野徹
他訳 『イ コ ノ ロ ジ ー 研究 : ルネサ ン ス 美術にお ける人文主義の 諸テ ー マ』(新装版) 美術出版社,
1987(筑摩書房, 2002)｢盲目の ク ピ ド+ の 項を参 熟 また ､ ギリ シ ア神話研究にお い て は ､ 女
神ジ ュ ス テ イ - ツ イ ア の 示す ｢正 義+ の 概念に つ い ての 詳細な研究が ある ｡ たとえば､ H 口G H
L L O Y D･J O N E S, TBeju st=
'
c e of Ze u s
,
Be rkeley :Univ e r sity of C al ifo rnia Pre s, 1971(真方
忠道, 其方陽子訳 『ゼ ウ ス の 正義 : 古代 ギリ シ ア 精神史』 岩波書店, 198 3)を参照せ よ｡ また ､
絶対的な真理で ある ｢捷+ で あるテ ミ ス に端を発 し､ 後に ｢正義+ の 女神 に統合され て い く概
念を示す その 他の 女神た ちに つ い て の ケ ー ス ス タディ も存在するo cfr. H A R RIS O N,Ja n e
Elle n, 乃 e m l
'
s /a study of 地e s o cl
'
a w1
'
gl
'
n s of GT e ek z･ell
'
g7
'
o n
,【2nd ed.], Lo ndo n: M e rlin
Pr e s s, 1 9 6 3さらに ､ マ リ ア ･ ワ - ナ - は ､ 女性性が寓意像 に与えられてきた の は なぜ かと い う
問題か ら出発 し､ そ の 著書の 一 章にお い て ｢正 義+ の擬人像を取り扱っ て い る ｡ しか しなが ら
そ の答 えは こ の 著書 にお い て も明らか に はされて い ない o W A R N E R, Maria, Mon um e DtS a Dd
Ma ]
'
de n s/ 乃 eA lego py of 地eFe m ale F w m, Ne wYo rk :Athen e u m, 1 98 5
14Z D E K A U E R, L
'
)
I
de adella GJ
'
u stl
'
z l
'
a ela s ua l
'
m ag7
'
D e D ella a z･b
'
伽 r atlv e, M a c e r at
19 0 9は ､ ロ ー マ 帝国にお ける女神 ジ ュ ス テ イ - ツ イ ア の 宗教的伝統か らルネサ ン ス 期 ま で の 図
像的背景となる正 義の 概念の 形成を論 じて い る｡ 氏 に よ ると ､ イ タリ ア にお けるジ ュ ス テ イ -
ツ イ ア は ､ ギリ シ ア神話 に登場す る法や正義に 関する女神達とは 一 線を画すもの で あると して
い る ｡ ロ ー マ 神話にお けるジ ュ ス テ イ - ツ イ ア研究に つ い ては今後の研 究課題 で ある｡
15 田中成明 ･ 竹 下賢 ･ 深 田三徳 ･ 亀本洋 ･ 平野仁彦『 法思想史 〔第二 版〕』有斐閣 1988p.1;ロ
イ ド ･ ジ ョ ー ン ズ前掲書.
16 田中前掲書 p.2
17 以後 ､ - シ オ ドス に拠 るとゼ ウス が人間に課 したノ モ ス No m o sとい う観念が ､ や が てア テ
ナイ にお ける有名 な ドラ コ ン や ソ ロ ン(前 634 - 530頃)の 立法を噂矢に ､ 人 間自らの 立 法に よ
つ て デ ィ ケ - を現実世界にお い て実現 しようとする企て へ の 道を切 り開く こ と に なるo 同書
p.3
18 ア ス トラ エ ア(そ の名 は｢星 の 乙女+を意味する)に は二 つ の 別の 伝説が存在す る o ひ と つ はゼ
ウス とテ ミ ス の 子で あり ､ ディ ケ - と同 一 視され て い たとい うもの で ある. もうひ とつ ウラノ
ス とガイ ア の 孫に当た る星 々 を支配するア ス トラ エ ウス の 娘で あるとされ るもの で ある ｡ ア ラ
ー トク ス の 『フ ァ イノメ ナ』96･136で は ､ ア ス トラ エ ウス の 娘で あり ､ 地上 に あっ たときに は
Dike(AiEq)と呼ばれて い たと記されて い るo A R AT U S, m a 1
'
n o m e D a
,
ed. a ndtr a n s. by Kidd,
D
,
Ca mbridge:Ca mbridge Univ.Pr e s s, 1997p p.81ff. 英訳で は ､ AiEq をju stic eと訳 して い
るo ; A L L E N, Richa rd Ⅱin ckley, Sta rNa m e s. the1
'
rloz･e a nd m e a D l
'
n g, Ne w Yo rk:Do v e r
Publ. 1963p p.463ff. に よ ると ､ デ ィ ケ - はア ス トラ エ ア とそ して ジ ュ ス テ イ - ツ イ ア とも同 一
視されて い た｡
19 オ ヴィ デ ィ ウス 『変身物語』(1,145)で は ､ 鉄器時代の 荒れ果て た地上に留ま る こ とに耐えら
れずに天 - 上 っ た ア ス トラ エ ア = 正 義の 女神と記 されて い る｡ A E EN, Dr. A.R.A. v a n,
EIs e vie r sMy地 ologls che En cycloped)
'
e.
,
A m ste rda m:E Is e vie r
,
1961 に よ ると ､ ジ ュ ス テ イ -
ツ イ アと同 一 視され たの は テ ミ ス で ある. テ ミ ス は ､ 厳然 と した眼差 しを向け､ 目隠 しを し､
一 対 の剣 と コ ル ヌ コ ピア を持 っ て い た . 上 記注 に挙げた 『フ ァ イ ノ メナ』 で は ､ デ ィ ケ - の 黄
金時代 の 地上 で の 生活 に つ い て 次の ように書い て い る｡ ｢老い も若きも彼女 の 周り に集 まり ､ 市
場ある い は 広 い 道で ､ 彼女は 良き善人 の ために 予言的 口調 で裁断を言 い渡 して い た ｡ - ･(略) - ･
雄牛と畑 と ､ 人び との 女王 であり文明的生活を与え てくれ るディ ケ - の お か げで 人々 は食 べ る
もの に困る こ とは なか っ た ｡ - ･+ こ の ､ 人間に対 して裁き を与え､ 預言者と して 市民 を統率す
- 41-
る性格 は ､ テ ミ ス とデ ィ.ケ
- の 両者 の性質を併せ 持つ も の の よう に思われ る ｡
2 0 こ の ロ ー マ 神話上 の 女神 に つ い て は今回調査す る こ とがで きなか っ たが ､ エ ビケイ エ イ ア
占ⅡteiE etCL- Aeqtlita sは ア リ ス トテ レ ス に発す る ｢衡平(邦語 の 意味は元来 ､ ｢衡 (は か り の さ
お)+ が ､ 平らに な っ て い る こ と ､ す なわ ち､ 釣 り合 っ て い る こ とをい う｡ 天秤を指す際に こ
の 言葉を用 い る こ ともある)+ と訳 され る概 念で ある( 『ニ コ マ ス 倫理学』 第五巻第 10 章)｡ こ
れは ､ 法が 一 般的で ある が ゆえに個別事例で 不都合な結果が 生 じる場合 に ､ 法 を補正す る もの
で ある とされた ｡ ま た ､ 衡平 は ､ 法的な意味で の 正義で は ない が ､ 同書で分類 され るある種 の
正 義(一 般的正義 . 特 に法 に適 う こ とを意味する)より もより 良き 正義で あ るとみ なされて い る ｡
法学思想に お け る衡平 とは ､ 正 義が要請す る ､ 一 定類型の 事例 に 一 定額型 の 取扱 い を対応 させ
一 般的準則 に従 っ て個 々 の 事例を裁定す る こ との 帰結と して の 法 を､ そ の まま適用す る こ とが
実質的 に不当とみ なされ る場合に ､ 法適用の 段階で個々 の 具体的事例 に即 して 法を実質的 に補
正す る根拠 とされ るも の で あ る(井上 達夫 に よ る ｡ 『世界大百科事典』 平凡社 1998)0
21 古代 ロ ー マ 帝政期 に は ､ ｢正義Iu stitia+女神信仰が 存在 して い た こ とが 知 られて い る . テ ィ
ベ リク ス 帝(前421後 37: ロ ー マ 皇帝在位 後 1 4･37)は発行 した鋳造 コ イ ン(A.I). 22o r23)の 表 に ､
母で あり ア ウグス トウ ス の 后 で あ っ た リウィ ア の横顔 をなぞらえ､ そ の 銘をⅠロS TITIA と した｡
こ こ か らそ の 信仰が始 ま っ たとされ る｡ さらにウ ェ ス パ シ アヌ ス 帝(9･79: ロ ー マ 皇帝在位
6 9･7 9)に よ る コ イ ン(7 7･ 78)で は 天秤と杓丈を持 つ ジ ュ ス テ イ - ツ イ ア(図 3)､ マ ル ク ス ･ ア ウ
レ リウ ス ･ ア ン ト ニ ヌ ス 帝(121･ 180 : ロ ー マ 皇帝在位 161･180)に よ る コ イ ン で は天秤 と コ ル ヌ
コ ピア を持 つ ジ ュ ス テ イ - ツ イ ア(図 4)が確認され る｡ こ こ で様 々 なジ ュ ス テ イ - ツ イ ア が持 っ
ア トリ ビ ュ ー トの 違 い は ､ ズデカ ウア - の 説 に従 うならば､ 豊穣 の 女神デ ア の 持 つ コ ル ヌ コ ピ
ア ､ そ して 宇宙秩序 を司 るまで に昇華され た存在の ディ ケ - の 持物与して ふ さわ しい 杓杖(デ ィ
ケ - の ア トリ ビ ュ ー トは今回完全に調 べ き る こ とがで きなか っ た)､ 更に通商にお い て も有効な
道具で あり公平 な裁き を示す 天秤(天秤は ､ エ ジ プ トで は死後 の 魂の 行く先 を決 定す る｢魂の 裁
判+に使 われ る道具 で あり ､ マ ー トは こ の 裁判 の 手助けをする ｡ 天秤の 片方 に は人 間の 魂を ､ も
う片方 に は マ ー トが頭 に頂く ダチ ョ ウ の 羽の 髪飾 り を乗 せ ､ そ の 魂の 現世 にお ける 正邪 の 判 断
をす る)と い う三 つ の 紙 の ア トリ ビ ュ ー トが 混在 した結果で あると考 える こ とがで き る｡
KIS S E L,op.cit.p p.19
-2 1;J A C O B,op. cit.p p.2 19ff.
22 Z D E E A U E R
,
op.cit.p .39今回の 調査で は ､ 運命の 女神達 と正義の 女神達 の 関連性 に つ い て
全て調査する こ とが かなわなか っ た｡ しか しなが ら ､ Ha血 s o n,op.°it.p p.52 1-526 に よると ､
ディ ケ 一 には天空 の 動き を司 る車輪との 関係性 が あるが ､ こ こ で は テ ユ ケ ､ ネメ シ ス の シ ン ボ
リズ ム とは切 り離されて 考えられ て い るo
23 Z D E E A U E R
,
op.°it.p p.36･40
2 4ibid. p.34
25 すなわち Studi11 m Ge n e r ale､ 学生 の 大学と して の機構 の発祥を指す｡ そ れ以前の 古代の 学
校 の 起源 に つ い て は ､ S T E P H E N d
'Ir s ay, Hl
'
stolr ede s u B l
'
v e r s l
'
te
'
s fT a ngal
'
s e et e
'
tT a DgaF e S
de s op lg7n e S4D O SJO U ZIS ･ T･ Ⅰ: MoJ7 - Age etRe D al
'
s s a B C e, 1933;T･ ⅠⅠ:D u X VJe slacle a
t
1860
,
Pa ris
,
E dit o n sAugu ste Picard, 1935(ス テ フ ァ ン ･ デ ィ ル セ - 著 他端次郎訳 『大学史
- その 起源か ら現代ま で - 』 東洋館出版社 1988)また ､ R A S H I)A L L, H. , 乃 e UB l
'
v e r s l
'
t)
r
e s of
Eu r opelD the Ml
'
ddleAge s, 2v ols. in 3 , 0Ⅹfo rd, 1895. r e v. ed. 3v ols. 0Ⅹfo rd, 1936( 横尾壮英
訳 『大学の 起源』 (上) (中) (下) 東洋館出版社,1966･1968) とく に (上)を参照｡
26 C OING,flelm ut, En tw 7
'
cklu Dgde T e u mPig
'
1
'
s che oRe cLtskultLZZ(上 山安敏監訳『ヨ ー ロ ッ パ
法文化の 流れ』 ミネル ヴァ書房 1983)p.27)で は ､ 12世紀ル ネサ ン ス に よ る学問(哲学 ､ 神 学､
論理学 ､ 医学に 関連す る新 しい 諸分野)の 深化 に伴 っ て ､ ロ ー マ 法 が発見 されたとす る. cfr.
H A S KI N S
,
C ha rle sH o m e r, TLe Re n a l
'
s s a D C e Of 地e ZtwelfEh CeDyu ry, Ca mbridge :
Ha r v a rd Univ e r sityPr e s s(野 口洋 二 訳 『1 2世紀 ル ネサ ン ス』 創文社 1985)
｢ロ ー マ 法+ は ､ ロ ー マ の 法源(ロ ー マ 法文献､ 並び に ロ ー マ 皇帝の 立法 の 諸 々 の 断片)の集成
の こ と を指す｡ 東 ロ ー マ 皇帝 ユ ス テ イ ニ ア ヌ ス が 528 から 534 に か けて法制長官 トリボ ニ ア ヌ
ス (To ribo nia n u s :?･ c a.545) に｢古代 の 賢者の 作品を収集する+こ と､ 膨大な法源 を収集精選
して ､ ひ とつ の 統 一 的 な法律作品 を作成する こ とを命 じた ｡ トリ ボ ニ アヌ ス は ､ 11名.の 弁護士
と 4名 の 法学者か らな る委員会 を招集 した｡ 委員会 は 529年 に作業を開始 し､ 6年後 の 535年
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に完成させ た . 後に それ は 『市民法大全 Co rpu slurisCivilis』 とい う名前が付け られ ､ 法律と
して の 効力を与 えられた o 『市民法大全』 は ､ ① ロ - マ 法の 一 般的諸原 理を叙述 した『法学提要
In stitutio n e n』､ ② ロ ー マ 法古典期 (A Dl･ 3) を主とした約 40名 の 法律著述家の 作品か ら914 2
箇所 の 抜粋を収集 した『学説嚢纂 D ige sta』､ ③ ハ ドリア ヌ ス 帝か ら ユ ス テ イ ニ ア ヌ ス 帝ま で の
勅法を集 めた『エ ス テ イ ニ ア ヌ ス 勅法集Code xlu stinia n u s』､④5 3 5以後に公布 され た総計 168
の 新勅法 ｡ 『新勅法集 No v ella eLege s』 か らなる｡ 『市民法大全』､ 特 に 『学説桑纂』 の 発行と
ともに ､ ロ ー マ 法文献の 原典は重要性 を失い ､ ほ とん どす べ ての 原典が消失 して しま っ た ｡ 以
上は H A F T,Fritjof, A y sde e rWa ags chalede TJu stlb
'
a . El
'
n Le s ebu ch a y s200JaAz･e n
Re cAtsge s ch1
'
cLte, 2. 1eicht v e rande rteAu凸age, M u n che n19 0(1. Åu月. ., 1988)(平田公夫訳
『正 義の 女神の 秤か ら ヨ ー ロ ッ パ法2 0 0年の 流れ』木鐸社 195)pp. 103ff. よりまとめ た o
27Z D E E A U E R
,
op.cit.p .4 8に よれば､ 10世紀まで の マ ヌ ス クリ プ トの 中で ｢正義+ の 擬人像
を見出せ る の は た っ た 2 つ で ある｡ こ れらもまた ､ 天秤 の み を有して い る ｡ こ の ｢正義+ の 擬
人像の 措 か れた資料が 同様な性質の もの で あるの か は現段階では判明 して い ない ｡
28上 山安敏編 『近代 ヨ ー ロ ッ パ法制史』 ミネル ヴァ 書房 19 87p.4
29 コ - イ ン グ前掲書p.27 : 11 3 5年 にア マ ル フ ィ を占領 した ピサ市民が 『学説愛慕』 の
一 写 本
を発見 した時 ､ 皇帝 ロ タ ー ル 2世が 直ちにそ の 内容を学校で 教え､ 法廷で施行され る ように命
じたとされて い る が ､ 現在ほとん どそ の 根拠は ない とされて い る ｡ ラ シ ュ ド ー ル 前掲書p.109:
知識 を教授する機構 の 管理 は教皇 と神聖 ロ ー マ 皇帝の長 い 闘争にお い ても ー つ の 対抗材料とな
っ て い た｡ 12 2 4年 に フ リ ー ドリ ヒ 2世が ナポリ大学を設立 し､ シチ リア 王 国民が そ こ で 学ぶ
こ とを強制 した ｡ ボ ロ ー ニ ヤ 大学が ､ 教皇派の 町に ある大学と して教皇の保護下 に置 かれた と
い う こ と も隆盛 した理 由の - つ で ある｡ ハ ス キ ン ズ前掲書p.28
30 ハ ス キ ン ズ 1957前掲書 p p.2 1
- 2 2 こ の復活は ､ イ タリ ア にお い て - カ所以上 の 場所で跡付
ける こ とが でき る｡ 多分ボ ロ ー ニ ヤ が 最初で は ない が ､ 今と同様に当時も ､ こ の都 市を北イ タ
リア の 交通 の 主要路 の 合流点 に した地理的諸理由の ため に ､ こ こ がまもなく そ の 中心 に なっ た
と して い る｡ 更に ､ 学ぶ場 と して の ｢学校+と しての 形態はi2 世紀以前に点在 して い た . それ は
教会付属の 修道士 学校や世俗 の修辞学校 を母体と して い た｡
31 ボ ロ ー ニ ヤ大学の 法学教師､ 領主法廷の 裁判補佐人と して現れ ､極めて優れ た法学知識 を示
す｡ 1076年付 けの 記録で は『学説桑纂』が裁判判決の 根拠 と して は じめて 示 され たもの で ある｡
ラ シ ュ ド ー ル 前掲書p. 117
32 ハ ス キ ン ズ 19 57前掲書p.2 2
33 コ - イ ン グ前掲書 p.27 中世以降流布 した『ロ ー マ 法大全』は ､ こう した註釈 を加えたテ キ ス
ト形式 の もの に 中世法 の若干 の補遺 を加 えたもの で あ っ た｡
34SIR AISI, Na n cy G., Arts a nd Scl
'
e n c e s atPadu a･ 乃 e Studl
'
u m of Padu abefor e1 3 50･
Tr o nto :Pntifl C al In stitute of Medie v al Studie s,1973(Pntific alIn stitute of Medie v al
Studies studie s a ndte xt25) p.16
35ibid. p.17
36 ラ シ ュ ド ー ル前掲書(中)p.160- 161 しか しなが らこ の 契約 は全く実行 されなか っ たと推測 さ
れ て い る ｡ Sir aisi, op. °it. p18.
3 7 森征 - 『｢モ ス ･ イ タリク ス M o sltal icu s+ の 法学思想
て の側面
中世 ロ ー マ 法学 の 正義 の 学と し
』 慶鷹義塾大学法学部 『法学研究』 第6 1巻 6号(1988:6)p p･ 1
･36 所収 こ の 中世
にお ける統 一 の 原理は ､ 表象と して の 芸術にお い て も示 され るo cfr. P A N O F S K Y, Er win,
GotL]
･
c a mLl
･
te ctu r e a nds chola st7
'
c l
'
s m, Ne w York :Me ridia nBo oks, 1957(前川道郎訳 『ゴ シ
ッ ク建築とス コ ラ学 』 平凡社, 1987)
38 ト マ ス(稲垣 良典訳)『神学大全』 創文社197 7Ⅱ ･ 1p･9 1
･9 7
39 ボ ロ ー ニ ヤ の 法学者バ ル トル ス(1357没)は以下の よう に言う｡ ｢法は 正義に由来す る とい わ
れ るが ､ - そ れは正 義は徳 virtA であり ､ 法は徳それ 自体の 実行だか らで ある+
40 ダン ト レ - ヴ(久保正幡訳)｢自然法+岩波書店60･61
41 GT OS Sa OTdl
'
a n
'
a o nD lge sta 1. 1.1,v .(E A N T O R O W I CZ, E･ H･ , m e kln g
'
s tw obod}
'
e s:a
stady l
･
n Med)
･
a e v alpol]
･
tlcal 地e olog y, P rin c eton, N･ J･ :Prin c eto nUniv･ Pr e s s, 195 7(小林
公訳 『王 の 二 つ の 身体 : 中世政治神学研究』 平凡社 1992)p.5 42n .60 更に ｢それ ゆえ衡平 は
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正 義を母 に持 つ+ と続く ¢
42 森 ｢モ ス ･ イ タ リク ス M o sltalic u s+ の 法学思想 p.18
43 衡平に つ い て は注 2 0を参照 o cfr. 粟生武夫 ｢法律解釈学の 神学性は い か に して始 つ た か+
『法学志林』 第34 巻(19 3 5)第9 号, 10 号, 1 1号 p. 106 1
44 森` ｢モ ス ｡ イ タリ ク ス M osltalic us+ の 法学思想 p.9
45 同書 p.8チ
- ヌ ス(1336年没)は ｢衡平と理性は 同 一 の も の で ある+ と述 べ て い る ｡ こ の 場合
の 理性 r atio は ､ ト マ ス ･ ア ク イ ナ ス が､ ( 論証的理性 r atio) と呼び ､ か つ て ア リ ス トテ レ ス
が分析的 に判別 し抽象す る (分別知) としたもの を含み ､ 後に (論証的推 論 r atio cin atio) を
派 生す るもの で ある と論者は考え る o cfr. 『世界 大百科事典』 茅野 良男 ｢理性+
46 こ の 著作 の 内容に つ い て は ､ カ ン ト - ロ グィ ッ チ前掲書 p p.129ff. ; 森 ｢中世イ タ リア 都 市
社会 にお ける ｢正義+ の イ メ ー ジ+ か ら引用 した ｡
47 カ ン ト - ロ グィ ッ チ前掲書 p.13 0
48 例えばパ ドヴァ 大学は ､ 設 立当初か ら コ ム ー ネは大学で 法律を学ぶ 学生の み に家屋借用 の 便
宜 ､ 免税 ､ 世俗法廷か ら の 自由 ､ 徴兵 の 免除 ､ 債務者と して の 拘束の 免除 ､ 市民権な どの 諸特権 を
与 えて お り ､ 1262 年に は彼 らの 諸特権が 公式の 契約と して コ ム ー ネに認 可 され た ｡ 更に ､ コ ム
ー ネは 当初は 教会法 の 教授 と市民法の 教授 に の み給与を払 っ て い た 可能性 も示唆されて い る ｡
また ､ 大学の 人事 に お い て は ､ 法学教師 は しば しばコ ム ー ネの裁判 官らに よ っ て 直接任命され
る機会が あっ た ｡ さらに法学教師組合 は当初 1 2人 に制限されて お り ､ そ の構成員 の うちの ｢講
義 しない マ ス タ ー ､ ドク タ ー do cto r n o nlege n s+ が 存在 して い た . 彼 らはす なわち､ コ ム ー ネ の
裁判官で あ っ た｡ こ う した教師組合の 人数 の 制限は ､ 恐 らく パ ドヴァ の 様 々 な学校で 法を教 える
教師[do cto r】を統括 し ､ 法律専 門の ウ ニ ヴ ュ ル シ タ ス の構成員の試験母体と して機能す る こ と
で 統御する とい う役割 を果 た して い たため に設定され て い たと考えられて い る ｡ つ ま り ､ ス トウ
デ ィ ウム にお ける法学の｢学位+に コ ム ー ネの 構成員が大きく関与 して い た こ と ､ コ ム ー ネの 組
織構成員は法科を卒業 した市民 で あ っ た こ とが い える ｡ SIRAISI, op.°it. p p.19･22 ; ラ シ ュ ド
ー ル 前掲書(中)p.23
49 F O LI G N O
,
op. °it.p p.85-9 1神聖 ロ ー マ 皇帝の 代理人 と して パ ドヴァ に 入場 し､ コ ム ー ネを崩
壊 - 導い た ェ ッ ツ エ リ ー ノが 没落 した後 ､ パ ドヴァ で は皇帝派の 勢 力は弱ま り教皇派 が伸張 し
て い た ｡ そ の 中でも ､ パ ドヴァ の 古 い 貴族で ある エ ス テ家などに変わ り ､ 後 に コ ム ー ネ を終蔦
させ領主に収 ま っ て しまうカ ッ ラ ー ラ家の 伸張に は目覚しい もの が あ っ た ｡ また 対外勢力との
闘争は継続的 に行 っ て お りそ の 勢力版図拡大に 心 血 を注い で い た｡
50 R U BI N S T EI N
,
Nic ola
,
" M a r siliu s of Padu a a nd ltalia nPolitic al Tbo ugbt of HisTim e
”
,
Eur ope 1
'
n 地 eLate M)
'
d dleAge, ed.HaleI.R. et al. ,Lo ndo n; 19 65p p.44-75
51｢公共 の 善は平和を意味 し､ そ れ は社会 の最も 至高の 到達点で あり ､ それ は まる で健康が最
良の 体を作る の と同様 の こ とで ある+ ibid. op.°it.p .55n .4
52 L. M IN I O･PA U L U E L L O,
" Re migio de
' Gir o r mia nd I)a nte” Stud7
'
Da nte s chl
'
,
Ⅹi(1956)p p.65･71p.59 より抜粋訳 ｡
53 M ORP U R G O,
' S. Br uto,
nil bu o ngiudic e
''
, n elrudie n 2;adell'Arte della La n a a
Fir e n z e-
,
Ml
'
s c ena D e adl
'
stom
'
a dell'B rte l
'
D O n O re d7
'
ZglD OBe n v e n uto Sup m o, a c u r adella
Rivista dTa rte
,
Fir e n z e: 01s chki
,
193 3p p.160
･162 n .2
54 伊藤亜紀 『色彩の 回廊』 ありな書房2001p.77
55 a cu r adi F. Egidi, Ro m a, 1905
･27 ii.227
”
Co m o{sl
'
ckitta pe r 1
'
n l
'
u stltla c ade c o sl
'
s e DダaltT e
spade n o b S Ola m e nte cltta m apzTm 血 c e/perd)
'
1 7
'
s l
'
o Dlolw D e ml
'
c o v:7
'
12 C e
”
5 6 M U R A T O RI
,
Ludo vic oAnto nio
,
Re m mJtall
'
c a m mSc Tlbtw e s, Ⅹ ,M ila n o: Tipogr afia
della So cieta Palatin a, 172 7(Ris上. a n a st. Fo r ni:Sala Bologn e se, 1978)7 15sq q.
5 7 こ の 作品は ､ 桂冠詩人 に選出 された後(1 3 15)､ 毎年市民の 前 で朗読され た ｡
58 土居滞寿美 『ェ ケ リ ニ ス - ヨ ー ロ ッ パ 最初 の 悲劇』 ア リ ー フ ー 葉舎2 0 0 0p. 10 1
59 世俗的権力者自身が 正義で あり ､ 法となる過程 に つ い て はカ ン ト - ロ グィ ッ チ 前掲書を参照.
ま た論者は注 3 に挙げた論文 にお い て裁判官 で あり都市の 象徴で ある コ ム ー ネと い う表象の 各
都市にお ける共通性 を論 じて い る ｡
60 こ の 作品は 12 60年代初頭に著され ､ 1265年 ごろイタリア語 に翻訳 された ｡ 論者が使用 した
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の は ､ L A TIN I, B ru n etto, L)
'
ll
'
t T e Sdo utT eS O P(Thebook ofthetr e a s u r e= Liliv r e sdo u
tr e s o r.)tra n slated byPa ul Ba r r ette a nd Spu rge o nBald win.(Ga rla nd libr a ry of m ediev al
lite r atu r e,
'
v
.
90 . Se rie sB), Ne w Yo rk: Ga rla nd Pub., 1993) 引用箇所 はⅡ ,29 にあた る ｡ こ
の 作品と 《善政と悪政 の 図》 の 関連 を初めて提示 したの は S KIN N E R,Qu e ntin,
"A mbr ogio
Lo r e n z etti:T he Artist a sPolitic alPhilo s ope r
”
, PT O C e edl
'
n g s of Brl
'
dsh Acade mJ;7 2(198 6).
pp.1
･56 に よるo また ラテ ィ ー ニ に よる別の 作品 『小 宝庫II Te s o retto』 で は ､ ジ ュ ス テ イ - ツ
イ ア が 王冠 をか ぶ っ て 登場す る. Zltes oF ettO(Thell
'
ttle tT e a S u T e), edited a ndtr a n slated by
Julia Bolto nHollo w ay, Ne w Yo rk :Ga rla nd Pub. , 198 1(Ga rla nd libr a ry of m edie v al
lite r atu r e; 帆 2. Se r. A)p.68
6 1S C H E D EI,, C. .(1 4 46), M e m o r abilie nbu ch, M u n che nBye ris cheSta atsbibliothek C L M
418,fols.131v･ 2r. S CHL O S SER,
"
Giu stoFr e ske nin Padu a u nd die Vo rlaufe rde rSta n z a
dellaSegn atu r a
”
,
JahrbLZCL de rKu n s地1
-
stw 7
'
s cLe nSa m mhLnge BdeTAlle rh6chste B
Ka l
'
s e rha u s e s, 1 7(1896)p p.13-100p.95
62 KIS S E L
,
op. cit.p .35
63 論者は これ が ､ 法律書の マ ヌ ス ク リプ トに正義が現れない 要因で あると考 える ｡ 法学 の 隆盛
に よ っ て大量生産 され た法律書の マ ヌ ス クリ プ トの 巻頭 を飾 る人物 は ､ 教会法で あれ ばキリ ス
ト教や歴代教皇 ､ 市民法で あれば エ ス テ イ ニ アヌ ス 帝に始まる古代 ロ ー マ 皇帝で あっ た ｡
GIB B S, R. a nd L
' ENGL E, S. Dlu ml
'
n ab
'
ng地 eLa vF(Legal Ma n u scz 7bts l
'
n Ca mbn
'
dge
Colle ctl
'
oD S, Lo ndo n, Tu r nho ut:M ille r, Ha rv eyPublishe rs2001 ｢正 義+ の 擬人像が 法律書
に現れ る例 を論者は未だに見 つ けて い ない ｡
64 equa h D Ce C UD Ctall
'
br BtPeTfe cta )
'
u stlcla ;co m n a Ddobo nos vl
'
br ate B S e m CO niT a
v1
'
cl
'
a . Cu n cta Cadet{et}1)
'
bez･tate lbs e s1
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z･egn a V e n
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tagltc a m 1
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u c u Dd7
'
tate. F R U G O N I
,
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'
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t
. Se Dtlm e DtleZm m a87
'
n l
'
B el Medl
'
o eTIO, To rin o: Ein audi, 1983
p.154 より 引用｡
65 第五巻第 1 0章を参照｡
66 M O R P U R G O
,
S.
,
UD auT e S C OPe Tduto dl
'
Gl
'
otto E el Pala z z odel Pode sta dl
'
E1
'
r e n z e. ,
Fir e n z e, Stab. Tip.G.Ca r n e s e c chieFigli, 18 97
図版 一 覧
図 1 《理性と して の 正義》 パ ドヴァ パ ラ ッ ツ オ ･ デ ッ ラ ･ ラジ オ - ネ(18世紀頃 に修復)
図2 《脅か され る コ ム ー ネ》 パ ドグア バ ラ ッ ツ オ ･ デ ッ ラ ･ ラ ジオ - ネ(18世紀頃に修復)
図3《ジ ュ ス テ イ - ツ イ ア》 ウ ェ ス パ シ ア ヌ ス 帝(9･7 9: ロ ー マ 皇帝在位6 917 9)に よ る コ イ ン コ
イ ン(7 7･78鋳造)
図4 《ジ ュ ス テ イ - ツ イ ア》 マ ル ク ス ･ ア ウ レリ ウス ･ ア ン ト ニ ヌ ス 帝(12 1- 180: ロ - マ 皇帝
在位161- 180)に よ る コ イ ン
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